
「元気が一番」塾          2005.2.19 優しい風（Loving-wind）仲島 

（http://www2.bbweb-arena.com/naka602） 

 

１．絵本の読み聞かせはどうするの？ その方法は？ その工夫は？ 

     やっぱり担任の先生の声が一番。下手でもいいんです。 

大きくなっても絵本の読み聞かせはいいもの。６年生にも、保護者にも。 

場所は・・・木かげの読み聞かせは気持ちいいよ・・・あんな所でも・・・。 

どんな本を選ぶの？ まずは自分の好きなもの。それからあの先生に聞く。 

⇒絵本とは、子どものためにあるのではなく、親のため、先生のためにある。 

 

２．一年間の最後の懇談会に何をするか。心に残る終わり方を。 

     懇談会の工夫は絶対に必要！ 親が楽しみにしてくれるように。 

「あーよかったな○○先生で」と親が思うのは、自分の子の笑顔が浮かぶ時   

学級のいい出来事を具体的に笑顔で語れるか。 

出席した親には、必ずその子のいい所をしゃべる。そのためには・・・・ 

     ⇒家に帰ってから、懇談会のおみやげ話で花咲けば・・・・大成功！ 

      

３．研究授業あれこれ その２ ～新任の高吉先生の指導案から学ぶ～ 

高吉先生は学級の誰をみているか 

高吉学級の子どもの顔が見えている 

高吉先生はこの授業で何をしたいのか 

高吉先生の具体的な指導はどんなこと？ 

⇒こんな指導案を書く先生は必ず伸びる！ 

 

４．涙の卒業試験   「人間のいいもの順に一列に並べ！」 

     「でけへんかったら卒業させへん！」 

子どもの反発 親の驚き・・・ 

この子たちなら絶対に出来る、そう信じていた 

     「このこと一生忘れへんで！」 

 

５．○年○組卒業式   一人ひとりへの「卒業証書」    

     一年間が走馬灯のように流れた・・・・・担任として本当に幸せな時間 

涙が止まらんかった・・・ 

      

６．永遠にともに ♪♪共に歩き 共に探し 共に笑い 共に感じ 共に築き・・・    


